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Ⅰ．研究の背景と目的 
知的障害のある児童生徒の教育における今日的課題の
ひとつにキャリア教育があげられる。キャリア教育は，
「一人一人の社会的・職業的自立に向け，必要な基盤と
なる能力や態度を育てることを通して，キャリア発達を
促す教育」（文部科学省，2011）と定義される。この場合，
キャリアとは，「人が，生涯の中で様々な役割を果たす
過程で，自らの役割の価値や自分と役割との関係を見い
だしていく連なりや積み重ね」であり，キャリア発達と
は，「社会の中で自分の役割を果たしながら，自分らし
い生き方を実現していく過程」のことである（文部科学
省，2011 前出）。このキャリア発達については，「職業観・
勤労観を育む学習プログラムの枠組み（例）」（国立教育
政策研究所生徒指導研究センター，2002）によれば，「人
間関係形成能力」「情報活用能力」「将来設計能力」「意
思決定能力」の 4 領域にわたる 8 つの能力が，幼児期か
ら小・中・高の学齢期を通じて段階的，発展的に伸長し
ていくものとされる。特に障害のある児童生徒のキャリ
ア発達については，国立特別支援教育総合研究所（2010）
が，「キャリアプランニング・マトリックス（試案）」に
おいて，上述の 4 領域 8 能力の発達モデルを示している。
その後，これらの能力は，分野や職種にかかわらず，社
会的・職業的に自立するために必要な基盤となる，「人
間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」
「課題対応能力」「キャリアプランニング能力」の 4 つの
「基礎的・汎用的能力」に再構成され，提示されている（文
部科学省，2011 前出）。
このようなキャリア発達にかかわる諸能力の中で，筆
者らは，特に「はたらくよろこび（自分が果たす役割の
理解と実行）」（国立特別支援教育総合研究所，前出）に
着目した。これは，上述の「基礎的・汎用的能力」の中
の「キャリアプランニング能力」に関連する能力である。
文部科学省（2006）では，Ｄ . Ｅ . スーパーの生涯にお
ける役割（ライフ・ロール）の分化と統合の過程を例に，
「その時々の自分にとっての重要性や意味に応じて」，「社
会における自己の立場に応じた役割を果たしていこうと
する」過程をキャリア発達として詳述している。さらに，
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摘要
本研究では，特別支援学校小学部に在籍する知的障害のある児童を対象に，そのキャリア発達を促進することを目
的とした支援を実践した。特に，「キャリアプランニング能力」の要素のひとつである「役割の理解と実行」能力に
着目し，係活動を軸にその能力の育成を目指した。実践にあたっては，①：対象児の「役割の理解と実行」能力に関
する「実態把握シート」の作成，②：育てたい力の具体化と設定した達成基準に基づく，実践中・後の対象児の行動
評価，③：「役割の理解と実行」に関する対象児の意識，価値観などの変容に関する聞き取り評価，④：評価に基づ
く支援方法の改善と再実践の，４ステップからなるPDCAサイクルを実行した。実践の結果，対象児にねらいとした「役
割の理解と実行」能力の獲得が確認された。実践から，知的障害児の「役割の理解と実行」能力を育てるための有効
な支援方法を明らかにするとともに，行動の客観的な評価と，内的動機付けや意欲，自己意識などの主観的評価の仕
組みを組み込んだcompetency-basedのキャリア発達支援の在り方を考察した。
キーワード：キャリア発達，係活動，PDCAサイクル，知的障害児，コンピテンシーベイズドプログラム
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渡辺（2010）が述べているように，「キャリアとは，社
会の中の役割の連続」であり，「すべての人が生きてい
る限り，役割があるという前提に立って，子どもたちが
自分の役割，他の人の役割というものと共存していくと
いうのが，キャリアという言葉に含まれる」ことから，「役
割の理解と実行」は，キャリア発達の中核的概念をなす
能力のひとつであると言える。 
それでは，知的障害特別支援学校においてこの能力を
育てるための教育実践とは，どのようにあればよいので
あろうか。これについて，木村・菊池（2011）は，「キャ
リ ア 教 育 に お け る 教 育 課 程 は，competency-based-
program である点に留意する必要がある。」と指摘する。
すなわち，「個々の授業によって獲得されていく具体的
能力（知識やスキルなど：筆者補足）だけでなく，これ
らの積み重ねによって形成されていく能力（物事に対す
る姿勢，考え方，価値観など：筆者補足）（記録方法も
含め）の在り方をより明確にし，関係者によって共有し
ていく取組が重要である」としている。この視点を含む
取組として，阿部・吉田・山川・森（2014）の報告が上
げられる。阿部らは，児童福祉施設併設特別支援学校の
中学部段階にある知的障害生徒を対象に，「働く喜びを
知り，自らの果たすべき役割の理解と働くことの意義を
知る力」を伸ばすための授業の在り方を実践を通して明
らかにした。それによれば，生徒らが「グループの仲間」
「見える他者」「見えない他者」の 3 つを段階的に意識し
て役割を継続的に実行できるように活動を設定し，自己
評価を組み込んだ授業を実践した結果，対象児らに質の
高い仕事を成し遂げるため，自ら役割を果たそうとする
行動が見られるようになり，併せて対象児らの自己有用
感が高まったことが確認された。すなわち，他者との関
係で期待される役割を果たすことの価値とそのスキル，
さらに自分にそれができるとする有能感を，具体的な役
割行動の実行と自己評価記録の積み重ねによって獲得さ
せた実践例である。
それでは，キャリア発達において，さらに前段階にあ
ると考えられる小学部在籍の知的障害児の場合，他者と
の関係で自己の立場に応じた役割を理解し，実行する具
体的能力（スキル）と，それを果たそうとする姿勢や価
値観を獲得するためには，どのような支援が必要なので
あろうか。さらに，支援に取り組むにあたり，キャリア
発達を促すための，いわゆる PDCA サイクルによる支
援のブラッシュアップを，記録方法（評価方法）も含め，
どのように推進するのがよいのであろうか。
そこで，本研究では，上記の 2 つの問題について実践
に基づき，解明することを目的とする。具体的には，小
学部在籍の知的障害児を対象に，特別活動（日々の係活
動）を取り上げ，「役割の理解と実行」能力の獲得を目
指して，約半年間にわたって支援実践を行う。そして，
実践によって得られた対象児の変容と，それをもたらし
た有効な支援方法を明らかにする。また，支援計画の
立案，実行にあたり，PCDA サイクルを実現するため，
以下の 4 ステップからなる枠組みを構築する。まず，①：
キャリア発達の視点から対象児の「役割の理解と実行」
に関して育てたい力を明確化するため「実態把握シート」
を作成する。次に，②：育てたい力を達成課題として具
体化し，併せてその達成基準を設けて，対象児の行動を
観察記録し，達成度を評価する。併せて，③：対象児の
役割理解や実行に対する意識，価値観などの変容を対象
児の発言や態度から記録・評価する。そして，④：②，
③に基づき，支援方法の改善を図り，再度実践に取り組
む。以上により，知的障害のある児童の「役割の理解と
実行」能力の獲得を促進する支援の在り方について考察
するものとする。
Ⅱ．方法
1．対象児童
Z 特別支援学校に在籍する A 児（小学部６年男子）
である。 知的障害があり，諸検査の結果は，WISC －
Ⅲ （小学部 1 年時実施）では，VIQ51，PIQ41，FIQ41，
実践開始時の S － M 社会生活能力検査では，CA 11：
11，SA 5：4，SQ 44（身辺自立 6：6 移動 4：8 作業 5：
10 意志交換 4：3 集団参加 5：5 自己統制 5：8）であった。
2．「はたらくよろこび（役割の理解と実行）」に
関する実態把握シートの作成
キャリア発達の視点から児童の「役割の理解と実行」
に関して育てたい力を明確化するため，児童の「はたら
くよろこび（役割の理解と実行）」に関する実態把握シー
トを作成した（以下，実態把握シート）。実態把握シート
は，A 手伝い・役割の基礎（5 項目），B 自分の役割の理
解と実行（2 項目），C 他者を意識した役割の実行（6 項目）
の 3 つの観点，計 13 項目から対象児の日常生活行動のエ
ピソードを抽出して整理し，そのエピソードをもたらし
たと推測される対象児の気持ちや要因を分析し，それに
基づいて対象児に育てたい力を絞り込んでいくものであ
る。実態把握シートの観点と項目を表 1 に示す。
3．A 児の「はたらくよろこび（役割の理解と実行）」
に関する実態と育てたい力
A 児の実態把握シートの抜粋を表 2 に示す。実態把
握シートから以下の A 児の実態が明らかとなった。ま
ず，観点 A（手伝い・役割の基礎）については，教師
の指示や支援があれば，簡単な係活動をすることができ
た。しかし，途中で注意が他のものに向くと，活動を中
断してしまうことが頻繁に見られた。次に，観点 B（自
分の役割の理解と実行）では，係活動の内容を理解する
ことに時間がかかることや，やりたい仕事を自分で選ぶ
機会が少ないことが挙げられた。一方，自分が頼りにさ
れていると思える係活動は，教師の支援により決められ
た手順に従って最後まで行うことができた。反面，日常
的に繰り返される係活動への取り組みは，丁寧さや継続
性に欠ける姿が見られた。さらに，観点 C（他者を意識
－ 14 － － 15 －
知的障害児童のキャリア発達の促進を目指した実践研究
表１「はたらくよろこび（役割の理解と実行）」に関する実態把握シートの観点と項目
観　点 項　目
A  手伝い・役割の基礎 a 教師と一緒に準備や後片付けをする。
b 自分の使ったものを片付ける。
c 教師と一緒に，簡単な係活動をする。
d 教師の支援を受けて，簡単な係活動をする。
e 教師の指示を受けて，簡単な係活動をする。
※簡単な係活動とは，号令，台拭き，他の教室へ物を届ける等が考えられる。
B　自分の役割の理解と実行 a 簡単な係活動の内容を理解し，やりたいものを選ぶ。
b 決められた手順に従って，教師と一緒に自分の役割を果たそうとする。
c 決められた手順に従って，自分の役割を果たす。
※このエリアでは，自分が分担した仕事の内容を理解し，実行することを示す。
C　他者を意識した役割の実行 a 係や当番の活動が人の役に立っている事が分かる。
b 互いの役割や役割分担について理解する。
c 自分の役割が人の役に立っていることを理解し，最後まで行う。
d 自分の役割が人の役に立っていることを理解し，最後まで丁寧に行う。
e 自分の役割が人の役に立っていることを理解し，継続的に行う。
※このエリアでは，自分のやっていることが他者の役に立っていることを理解し実行することを指す。
表 2　実態把握シートにおける A 児の実態（抜粋）
観点 項目 A 児の姿 ( エピソード ) 推測される A 児の気持ち・要因 育てたい力
Ａ手伝い・役割の基礎ａ ○教師と一緒に準備や片付けをするが，途中で他のものが気になる。
・教師の見守りや言葉かけで，体育の時間などに道具の準備・片付け
をする。途中で他の物が気になったり遊びになったりする。
・自分の気持ちを優先し，達成すること
に対する目的意識が弱い。
・途中で見えたものに気が散ってしまう。
簡単な係活動や手
伝いなどの仕事を
最後まで行う。
ｂ ○教師と一緒に自分の使ったものを片付けることができるが，途中で
片付けることを忘れることがある。
・教師の見守りで，使った椅子を片付ける。・持ち物の片付け忘れが多
い。
・片付けの必要性を感じていない。
・他のことに気をとられて，仕事内容を
忘れてしまう。
ｃ
ｄ
○意欲があるときは，教師の支援で簡単な係活動ができる。
・号令を掛ける。・朝の会で日付天気を発表する。
・登校後，自分の学級の健康観察表を自分の教室まで運ぶ。頼まれて
もすぐに行なわなかったり途中で逸脱したりすることがある。
・経験と自信のあることは取り組める。
・係活動より他のことが気になることが
ある。
e ○意欲があるときは，教師の依頼を受けて簡単な係活動をすることが
できる。
・教師の依頼に応じて音楽の授業中に用具を集配したり，椅子の片付
けをする。
・「A さん，お願いします」「助けてほしいな」など，教師から丁寧な
依頼を受けると体育の後の道具の片付けなどに前向きに取り組むこと
ができる。
・取り組み意欲にむらがある。
・依頼されると嬉しい。
・そのときの気分で仕事を放り出す。
Ｂ自分の役割の理解と実行ａ ○簡単な係活動の内容を理解することに時間がかかり，やりたいこと
を選ぶ機会も少ない。
・与えられた役割の種類が複数ある場合，自分のやりたいことを選び
取る姿はあまり見られない。
・教師の提示を聞いたり見たりして理解
することに時間がかかる。
・やり遂げられるか不安を抱き，自信の
あることをしたいと思う。
提示された仕事の
内容を理解し，自
ら選択できる。
ｂ ○特別感のある係活動は，決められた手順に従って最後まで継続的に
教師と一緒に役割を果たそうとする。
・保健室前で健康観察表を学級毎のフックに掛ける仕事は，教師の見
守りの支援で，前年度一年間継続し，手順に従って最後まで行えた。
・掃除のとき，年下の児童から掃除完了の報告を受ける係は意欲的に
取り組む。
・特別な仕事，誇りのある仕事をしたい，
できるとうれしい。
・机上での課題は集中してできる。
・何度も練習して自信があることは，積
極的になれる。
○日常的な簡単な係活動は，丁寧さや取り組みの継続性に欠ける。
・教室掃除は集中させる言葉かけがあれば，最後まで行なうことがで
きる。
・登校後，自分の学級の健康観察表を自分の教室まで運ぶ。ただし，
すぐに行なわなかったり途中で逸脱したりすることがある。
・他のことに気をとられる。
・毎日の活動の繰り返しに飽きてしまい，
継続が難しい。
Ｃ他者を意識した役割の実行ａ ○感謝を伝えられると，笑顔になる。
・「A 児のおかげで…ありがとう」と言うと，にこにこしている。
・自分がしたことを褒められて嬉しい。
役割を果たすこと
で自分の仕事が相
手に役立っている
ことに気付く。
ｂ ○他児との分担を大体理解しているが，好きなことだけ行ったり，自
分の分担でなくても，したいと思ったら了解を得ずに行ったりする。
・下級生にやり方を教える（音楽，体育）
・興味をもつと，他の児童の仕事だと伝えても頑として行おうとする。
・経験があり，自信をもっている。
・下級生に教えてあげたい。
・他児との役割分担意識が弱い。
ｃ ○褒めてもらうと笑顔になるが，褒めてもらおうと実行することは少
ない。
・他者に認められたい意欲が弱い。
ｄ ○特定の好きな教師や年下の児童の手伝いをしようと行動する。
・好きな教師のために，進んで荷物運びや，片づけを手伝うことがある。
・教師に頼まれて，下級生の見本となって移動や整列することができ
た。
・年下の児童から掃除のチェック表の報告を受け，点検する。
・掃除のとき，自分の分は終わっていないが下級生の机を運んでくれ
た。
・好きな先生のそばにいたい。
・先生のまねをしたい。
・６年生は，年下の児童を助けたり，お
手本になったりするものであるという自
覚がある。
ｅ ○継続して他者の役に立とうと意識している様子が見られない。
・下級生の手伝いをする際，下級生がどのような気持ちでいるか関心
がない。
・自分に任された役割を果たすことが，
他者に及ぼす影響を理解することが難し
い。
－ 16 －
した役割の実行）では，相手から感謝の気持ちを伝えら
れたり褒められたりすると笑顔になるが，なぜ感謝され
たのかを理解していない様子であった。また，人の役に
立とう，褒めてもらおうと意識して取り組む言動は見ら
れなかった。他児との仕事分担では，気に入ったことだ
け行ったり，自分の担当以外のことでも興味をもてば了
解を得ずに行ったりする様子も見られた。
以上のことから，A 児は時間がかかるものの，教師
から依頼される手伝いや係活動の内容とそれをやり遂げ
る方法を理解する力を持っていることが分かった。また，
褒められることが嬉しく，仕事を任されたことを喜ぶ気
持ちがあることも分かった。しかし，途中で仕事を放棄
してしまったり，さらに感謝された理由が分からず，自
分がしたことが他者の役に立っているという意識も弱い
ことから，自分が仕事をするとは，他者との関係でどの
ような役割を果たすことであるのかという，意義の理解
が難しいと考えられた。そのため，役割を果たすことへ
の積極性も乏しい状態であることが分かった。
そこで，観点 A（手伝い・役割の基礎）から，「簡単
な係活動や手伝いなどの仕事を最後まで行う。」，観点 B
（自分の役割の理解と実行）から，「提示された仕事の内
容を理解し，自ら選択できる。」，観点 C（他者を意識し
た役割の実行）から，「役割を果たすことで，自分の仕
事が相手に役立っていることに気付く。」の 3 つを育て
たい力として設定した。
4．支援計画
(1) 支援実践場面と A 児の達成課題
A 児が取り組みやすい役割を選定し，それを果たす
過程で，A 児が自分の役割にどのような意義があるの
かを理解して使命感をもって取り組み，その結果，他者
との関係で期待される役割を果たす成就感や達成感，満
足感を得ることができるための実践を計画した。
そこで，実践場面として，特別活動（日々の係活動）で，
①水やり係，②健康観察表掛け係，③タオル集配係の 3
つを設定した。A 児は自分が頼りにされていると思え
る係活動には意欲的に取り組む傾向があること，自分の
仕事の成果が役に立つという意識が薄いこと，自信をも
てないとスムーズに取り掛かれない面があることなどを
考慮して選定した。
水やり係は，毎朝，指定された植物の水やりを行う仕
事である。A児はトマトの栽培を前年度も経験しており，
水やりの仕事の内容が分かりやすく，植物が成長する様
子などから水やりの必要性や有用性に気付きやすいと考
えた。また，学級の代表として水やりを行うこととし，
自分が頼りにされていると思えるようにした。
健康観察表掛け係は，全校児童生徒が保健室に提出し
た健康観察表を整理して，保健室前の学級ごとのフック
に掛ける仕事で，A 児が所属している保健・ボランティ
ア委員会の活動の一つである。全校児童生徒の朝の活動
に関わる仕事であり，A 児は昨年度教師と一緒にこの
活動をした経験があり，その際，高学年として誇りに思
える仕事と捉えている様子が見られた係活動である。A
児にとって，活動内容や仕事の必要性が分かりやすいと
考えた。
タオル集配係は，小学部の児童が学級で使用している
タオルを週の初めに各学級に配布し，週末に回収する仕
事である。この仕事も，A 児が所属する保健・ボラン
テイア委員会の仕事であり，各学級に配ったり集めたり
する単純な仕事であるので，A 児にとって見通しがつ
きやすく，やり遂げやすい仕事である。集配先の相手と
関わる場面があることから，他者に役立つことを直接意
識できる機会を得やすいと考えた。
それぞれの係活動における A 児の達成課題を以下の
ように設定した。
①　水やり係
・進んで仕事に取り掛かる。
・時間内に一人で仕事をやり終える。
・各学級の教師や児童に感謝されることで，役立ってい
ることに気付く。
②　健康観察表掛け係
・自分から進んで保健室前へ行き健康観察表の仕分けを
して学級ごとにフックに掛ける。
・やり終えたら小学部１組の教室に戻る。
③　タオル集配係
・最後まで一人で行うことができる。
・目標時間（２分）内に終えることができる。
・集配のとき，決められたせりふを言うことができる。
・各学級の教師や児童に感謝されることで，役に立って
いることに気付く。
(2) 支援の方針
上記の 3 つの係のうち，①，②については毎日，③に
ついては週明けと週末に実施し，活動内容や支援方法
について見直しを行いながら①，②については 7 月よ
り 12 月まで，③については 4 月より 11 月まで継続して
実施した。継続することで，A 児が仕事を最後までや
り遂げる経験を積むことができ，他者の役に立てるとい
う気付きや自信につながると考えた。直接の支援は，A
児の担任，副担任，他 5 名の 7 名の教師がローテーショ
ンで，毎回個別に実施した。教師の支援については，以
下の 3 つのカテゴリーを想定した。またその具体的な内
容は図 1 ～ 3 中の「支援の方法」に示したとおりである。
1)　活動への集中を図るための支援
活動の途中で注意がそれてしまう A 児の実態を踏ま
え，分かりやすく，見通しを持ちやすくなるための支援
を加えた。例としては，活動内容を明確にするための視
覚的な手がかりや仕事の手順，動線の見直しによる活動
の簡略化などである。
2)　意欲の向上のための支援
活動に取り組み，やり遂げることが A 児の楽しみに
つながるように配慮した。たとえば，活動の前後にリラッ
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知的障害児童のキャリア発達の促進を目指した実践研究
【目標と評価の観点】
達成課題 ア）進んで水やりの仕事に取り掛かることができる。
イ）時間内に一人で仕事をやり終える。 ウ）教師や児童に感謝されることで，役立っ
ていることに気付くことができる。
評 価 の
観点
◎ 自ら行えたとき 時間内に行えたとき 表情や発言などの様子より
○ 言葉掛けで行えたとき 言葉掛けを受けて時間内に終えたとき
△ 言葉掛け以外の支援が必要だったとき 時間内に終えることができなかったとき
【指導経過】―下線部は改善点
期間第1期（7／1～7／9） 第2期（7／10～7／19） 第3期（9／2～9／27） 第4期（10／1～11/15 ） 第5期（11/20～12/6）
活動の提示 ペットボトルを用いて手
順を簡略化
コスモスの栽培を追加 コスモスを飾る場を設定 室内の活動に変更
活動内容
（トマト 5 鉢）
①じょうろで水をやる。
②グリーンカーテンの虫
を払う。
（小学部 3 クラス分）
③チェック表に終了印を
押す。
（トマト 5 鉢）
①ペットボトルで 1 鉢に 1
本分（500cc）の水をやる。
②グリーンカーテンの虫
を払う。
（小学部 1 クラス分のみ）
③チェック表に終了印を
押す。
（トマト 5 鉢，コスモスの
苗床二つ）
①ペットボトルで 1 鉢 1
本分の水をやる。（トマト
500cc，コスモス 350cc）
②グリーンカーテンの虫
を払う。
③チェック表に終了印を
押し，自己評価（◎，○，△）
を記入する。
（トマト 5 鉢，コスモスのプラン
ター１個）
①ペットボトルで水やりをする。
（トマトは，1 鉢につき 500cc1 本
分，コスモスは 350cc ２本分）
②チェック表に終了印を押し，
自己評価（◎，○，△）を記入
する。（グリーンカーテンは取り
外されたため終了した。）
（ヘデラ 2 鉢，こけ
玉 1 鉢）
①ヘデラにペットボ
トル（500CC）1 本分
の水やりをする。
②霧吹きでヘデラの
葉の部分とこけ玉に
水を噴霧する。
支援の方法
《活動の明確化》
◇手順表を提示する。
《活動の簡略化》
◇じょうろに水を汲んで
手渡す。じょうろの水が
なくなると再度水を汲ん
で手渡すようにする。
《動機付け・大人との関わ
り》
◇活動が途切れそうなと
きに，活動終了後のお楽
しみを提示する。
《動機付け》
◇ チ ェ ッ ク 表 の 押 印 は，
Ａ児の興味を引くように
大人が使用する印鑑を用
いる。
《活動の明確化》
◇手順表を着脱式のカー
ドに替え，次に何をする
のかを分かりやすくする。
◇どの鉢に水をあげたか
が分かるように，各鉢と
ペットボトルに共通の名
札を付ける。
◇タイマーを使用する。
《活動の簡略化》
◇トマトの鉢を集めて配
置する。
◇水やりの道具をペット
ボトルに替える。
◇ペットボトルに事前に
水を入れておく。
◇虫払いは小学部４組分
のみとした。
《活動の簡略化》
◇トマトの鉢とコスモス
の苗床を集め配置する。
《活動内容の変化》
◇コスモスの苗床への水
やりの活動を加える。
《自己評価》
◇チェック表に自己評価
欄を加える。
《活動内容の変化》
◇コスモスの苗床からプラン
ターに植え替える。
《動機付け》
◇学習発表会に飾り見てもらう
ことを励みにする。
《成果の発表の場（他者評価）・
自己決定》
◇コスモスのプランターに「ぼ
くが育てたコスモスです」とい
う顔写真付きのカードを付け，
どこに置くかを選ぶように促す。
《動機付け・大人との関わり》
◇活動前に活動後の「お楽しみ
課題」をＡ児と決め，活動後は
教師と一緒に苦手な児童のいな
い図書コーナーで過ごす。
《活動内容の変化》
◇室内の観葉植物の
水やりに活動を変更
する。
《動機付け》
◇Ａ児の好みそうな
霧吹きの活動を取り
入れる。　
《活動の簡略化》
◇植物は教室の黒板
に配置し，教室内で
すぐに行えるように
し，活動量も少なく
する。
Ａ児の様子
・じょうろを上手く使い
こなせず，水遊びに移行
しがちであった。
・水の量の判断が難しかっ
た。
・仕事の途中で，玄関に
来た車や他の教室を見に
行くことが多かった。
・登校直後に水やりをす
るということが定着して
きた。逸脱行動も減少し
てきた。
・トマトの収穫時期が過
ぎると，意欲が低下して
きた。
・言語的賞賛だけでは意
欲が上がらなかった。
・時間内に終わらなくて
も，自己評価では◎を付
けていた。
・プランターへの植え替えは意
欲的だった。
・皆に見てもらいやすい生徒玄
関横にカードを付けたプラン
ターを置くことを選んだ。その
後，意欲が高まった。
・作業内容が格段に
簡略化され，手順表
の 必 要 が な く な っ
た。
・霧吹きでの活動を
好み意欲的に
活動に取り組むこと
ができた。
教師による評価
図１　水やり係の実践の経過と課題の達成状況
クスできる環境や楽しみな活動を取り入れたり，大人と
の関わりの場を設けたりすることである。また，A 児の
状態や，季節，行事等に応じて，活動内容を変化させたり，
A 児自身の自己決定の機会を設けたりすることである。
3)　役立ったことに気付くための支援
自分が係の仕事をやり遂げることによって，他者がど
のように感じているかを意識できるように配慮した。例
としては，賞賛や感謝の言葉かけを多くするとともに，
仕事の成果を見てもらえる場や報告の場を意図的に設け
ることなどである。
(3)　評価 
(1) で示した各係活動の達成課題について，それぞれ
◎，○，△の達成基準を設け，毎回の活動ごとに直接支
援した教師が評価し，経過を確認した。さらに，A 児
が比較的落ち着いている，主に授業前や休み時間に，A
児から係活動についての心情を聞き取り記録した。聞
き取りは，本実践において A 児の支援に直接かかわっ
ておらず，過去に A 児を担任したことがあり，A 児が
安心して話すことができる教師 1 名が個別に行った。7
月～ 11 月の間に全体で６回実施し，そのうち，各係活
動別に A 児の心情を 4 回分ずつ聞き取ることができた。
そこで，内容を時系列に整理し，11 名の教師で協議し，
係活動ごとに A 児の意識の変容を読み取った。
Ⅲ．結果
1．水やり係の取り組み経過
実践の経過と課題の達成状況を図 1 に，心情の聞き取
り記録を表 3 に示す。
(1)　第 1 期（7 月上旬）
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活動の提示を中心とした本時期では，A 児はまだじょ
うろをうまく使えず教師の手助けを必要としていた。活
動への集中も低い状態であった。心情の聞き取りでは，
A 児は水やりをしなければいけないと感じているが，教
師に促されるまで忘れている「芽生え期」であった。
(2)　第 2 期（7 月中旬）
じょうろをペットボトルに変え，活動内容を減らして
簡略化し，手順表を着脱式カードに変えて分かりやすく
すると，課題の達成度において，徐々に◎評価が増加し
た。しかし，継続せず不安定であった。
心情の聞き取りでは，水やり係の手順を覚えて正しく
説明できるようになり，A 児が，水やりを自分の仕事
であると認識し，「定着期」となった。
(3)　第 3 期（9 月）
第 3 期では，これまでのトマトの水やりにコスモスを
加え，さらに A 児の自己評価活動を加えた。言語的な
賞賛を積極的に行ったが，A 児の意欲は高まらず，課
題の達成度は安定しなかった。水やりの動作そのものは
スムーズにできるようになり，心情の聞き取りでは，自
分が水をやる様子を「見せてあげたい」とうまくできる
自分に自信や満足感をもっていることが分かった。一方，
教師の質問に対し，水やりをしたら「みんなありがとう
といってくれる」ので「嬉しい」と言うものの，態度は
淡々としており，形式的な応え方に終始した。このよう
に技術的には完成したものの，意欲が低い状態の「技術
完成期・マンネリ期」となった。
(4)　第 4 期（10 月～ 11 月中旬）・第 5 期（11 月中旬
～ 12 月）
第 4 期では，コスモスを苗床からプランターに移植し，
「A 児が育てた」という顔写真付きプレートを付けた。
学習発表会で飾りつけることとし，飾る場所も A 児が
選択するようにしたところ，本時期後半から，◎の評価
が安定して見られるようになった。
この時期の心情の聞き取りでは，教師の「（あなたは）
仕事，頑張っていますか？　仕事は何ですか。」との問
いに，水やりなどの係活動の内容をすばやく，自信あり
げに答えた。さらに，仕事は「難しくない」，水やりを
したコスモスが咲くことで，「みんなが喜ぶ」と嬉しそ
うに回答した。このように，実践の終盤では，A 児は，
水やりを自分の仕事と意識して主張し，それは他者も自
分も「みんな」が喜ぶための仕事であると理解でき，「完
成期」を迎えた。
第 5 期では，冬季になって室内での水やり活動に変更
すると，室内用の水やりに使う霧吹きに興味をもち，継
続して◎評価が見られた。
2．健康観察表掛け係の取り組み経過 
実践の経過と課題の達成状況を図 2 に，心情の聞き取
り記録を表 4 に示す。
(1)　第 1 期（7 月）
活動は昼休みに行うため，まず A 児が安定した情緒
で取りかかれるように，苦手とする児童と出会わない小
学部 1 組で昼休みを過ごせるようにし，そこから保健室
に行くように A 児を促した。しかし，保健室に入り込み，
係活動に取り掛からずに養護教諭と話したり，遊び始め
たりする行動が見られるようになり，活動の遂行に教師
の助けと励ましが必要であった。
この時期の心情の聞き取りを見ると，自分の仕事であ
ると自覚し，「やらないと先生に怒られる」反面，「楽し
い」とも言い，義務感とともに意欲も感じているようで
あった（「芽生え期」）。しかし，その後，係活動を「し
なければいけない」と感じているが，実際にはやり忘れ
てしまう時期が続き，「できない自分」に気付いて，そ
のことを正直に伝える「自己反省期」を迎えた。
(2)　第 2 期（9 月）・第 3 期（9 月下旬～ 10 月）
第 2 期では，保健室に入り込むことを避けるため，集
まった健康観察表の入ったかごを廊下に置き，A 児が
係活動をしたらシールを貼る自己評価，活動後の報酬（楽
しみ活動・VTR 視聴など）を加えた。活動後の「お楽
しみ活動」を提示すると短時間で係活動を終えることが
できることもあったが，保健室に行くと相変わらず養護
教諭に補助を求め，課題の達成度は安定しなかった。そ
こで，第 3 期では活動内容を 2 つに分け，かごの中の健
康観察表の仕分けは給食前に，フックにかけるのは給食
後に行うこととして，1 度に行う活動負担感を減らした。
フック掛けの操作はスムーズにできることが増えたが，
意欲的であったのは手続きを変更した初期のみで，後半
には意欲低下が見られた。
この時期の心情の聞き取りで，A 児は「やる気が出な
い」と話した。「好きな教師とならばやる気が出る」と
も言い，仕事を続けるために自分なりの方法を見つけ出
そうとしているようであった。係活動をやり終えて賞賛
されるより，行っている最中に人と関わっていたいとい
う気持ちの方が強く，「みんなのためにやっている」と
は言うものの，「みんな」のイメージも曖昧で，係活動
を行う意義を感じられないようであった（「マンネリ・
スランプ期」）。
(3)　第 4 期（10 月下旬～ 12 月）
第 4 期では，係活動を昼休みではなく，給食前の短い
時間帯にすべて済ませることを A 児自身が決めた。そ
して，昼休みは，ゆっくり教師と話をする時間とした。
これにより，活動への意欲が高まり，安定して◎評価が
見られるようになった。
この時期の心情の聞き取りでは，A 児は健康観察表
掛け係を一番好きな仕事として挙げ，仕事を効率的に行
う方法（給食前に仕事を終える方が行いやすいこと）に
気付き，自分で決めて実行したと話した。また，「言わ
れたことはちゃんとやっている」と，教師の期待通りに
行っていると，自信をもっていることが伺えた。
3．タオル集配係の取り組み経過
実践の経過と課題の達成状況を図 3 に，心情の聞き取
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り記録を表 5 に示す。
(1)　第 1 期（6 月～ 7 月）
タオル集配は週明けと週末の 2 回のみ行うため，活動
の手順と内容を十分理解するまでに時間を要し，第 1 期
では常に教師の言葉かけを必要とした。その結果，教師
の見守りがあれば，最後まで集中してタオルの集配がで
きるようになった。
心情の聞き取りでは，6 月には，タオル集配係につい
てまったく意識が向いていない「無関心期」であった。
　7 月になると，「教師の指示に従わなければならない」
「やらないと叱られる」と感じて，タオル集めのやり方
を忠実に行おうとしている「義務期」を迎えた。この時
期には，「タオル配りしなかったらどうなるの？」とい
う問いに，「…怒られるか，…ちゃんとしなさいと言わ
れるか…分からない」と言い，係の仕事をやり遂げる意
義をつかみあぐねている様子であった。
(2)　第 2 期（9 月～ 11 月）
第 2 期に入り，活動の定着と質の向上を目指し，自己
評価表を作成した。A 児がまず手順と目標を確認して
取り組み，終わってから自己評価するようにし，それに
教師が賞賛と感謝を加えた。さらにタイムタイマーで活
動時間を意識させ，係として決められたせりふを相手に
【目標と評価の観点】
達成課題 ア）進んで，保健室前へ行き健康観察表の仕分けをして学級ごとのフックに掛ける。
イ）仕事を終えたらスムーズに小学部１組
に戻ることができる。
ウ）教師や児童に感謝されることで，役立っ
ていることに気付くことができる。
評 価 の
観点
◎ 自ら行えたとき 一人で戻ることができたとき 表情や発言などの様子より
○ 言葉掛けで行えたとき 言葉掛けを受けて戻ることができたとき
△ 促しや言葉掛けが繰り返し必要だったとき 促しや言葉掛けが繰り返し必要だったとき
【指導経過】―下線部は改善点
第１期（７／ 10 ～７／ 19） 第２期（９／２～９／ 26） 第３期（９／ 30 ～ 10 ／ 28） 第４期（10 ／ 29 ～ 12 ／６）
昼休みの活動場所の配慮 保健室の入室を省略 ( かごを廊下
に設置 )
活動場面を分け，負担感を軽減 給食前に行うことに自分で変更
活動内容
（給食後）
①保健室に行く。
②健康観察表の入った籠を廊下に
出す。
③健康観察表を１枚ずつ各学級の
フックに掛ける。
④小学部１組に戻る。
（給食後）
①保健室前廊下に行く。
②健康観察表を１枚ずつ各学級の
フックに掛ける。
③自己評価表にシールを貼る。
④小学部１組に戻る。
（４限終了後）①保健室からかご
を 小 学 部 １ 組 に
持ってくる。
②健康観察表を各
学級ごとに仕分け
る。
（給食後）　　  ③かごを持って保
健 室 前 廊 下 に 行
く。
④各学級のフック
に掛ける。
⑤ 自 己 評 価 表 に
シールを貼る。
⑥小学部１組に戻
る。
（４限終了後）
①保健室前廊下に行く。
②健康観察表を１枚ずつ各学級の
フックに掛ける。
③自己評価表にシールを貼る。
④小学部１組に戻る。
支援の方法
《環境の調整》
◇昼休みに過ごす場所を苦手な児
童のいない小学部１組にした。
《言葉掛け》
◇係の仕事を思い出せるような言
葉掛けや励ましの言葉掛けを行
う。　
《見守り・促し》
◇離れた位置から見守るが，ス
ムーズに取り掛からないときには
近くでの見守りや言葉掛けをす
る。　
《他者評価》
◇感謝や称賛の言葉を掛ける。
《活動内容の変化・活動の簡略化》
◇健康観察表の入ったかごを廊下
に置き　保健室からかごを出す手
順を省く。　
《活動内容の変化》
◇自己評価表にシールを貼る活動
を追加する。
《動機付け》
◇係活動後の具体的な「お楽しみ
活動」を提示し，｢ 終わったら楽
しいことしようね」と伝える。
《自己評価・他者評価》
◇自己評価表を健康観察表が掛け
てある横に常設する。
《活動内容の変化・活動の簡略化》
◇活動場面を二つに分け，仕分け
の活動を給食前に行う。
《活動の簡略化》
◇小学部１組から健康観察表のか
ごを持って保健室に向かうことで
目的意識を持続できるようにす
る。また仕分けとフック掛けを
別々に行うことで活動への負担感
を軽減する。
《大人との関わり》
◇仕分けの活動時は教師が側で見
守り，励ましや賞賛の言葉かけを
行う。　　　　　　　　　　　
《他者評価》
◇終了時刻を記録し，励ましや賞
賛をする。
《自己決定》
◇給食前に係活動を済ませた方が
よいと自ら考えたことを承認す
る。
《大人との関わり》
◇保健室への行き帰りの際，廊下
ですれ違う際に感謝や称賛の言葉
を掛ける。
◇お昼休みは教師とのやり取りを
充分に行い，本児のペースで楽し
めるようにする。
Ａ児の様子
・昼休みに過ごす場所を変えたこ
とで移動がスムーズになった。
・当初は少しの言葉掛けで行うこ
とができたが，徐々に活動から逸
脱することが増え，言葉掛けや促
しが頻繁に必要になった。後半，
仕事の途中で保健室に入って遊び
始めるようになった。
・活動後の「お楽しみ活動」で，
好きなＶＴＲの視聴を提示する
と，短時間でやり終えることも
あった。
・保健室への出入りはなくなら
ず，養護教諭に作業を手伝っても
らうことが続く。大人との関わり
を求めている。大人に手伝っても
らえないと他に注意が向き，なか
なか活動が進まなかった。
・変更当初は意欲の高まりが見ら
れたが徐々に低下した。
・給食前の仕分け活動は意欲的に
行った。
・どの活動場面においても大人に
寄り添って欲しいという思いが強
く，自ら関わりを求めていく。
・見たものや聞いたものに興味を
もち，途中で中学部の教室に入っ
てしまうこともあった。
・学習発表会後に，自分から ｢ こっ
ちの方が早い」と　給食前に活動
をするようになり◎が続く。
・移動中や活動中に通りかかった
大人と自ら関わり，楽しみになっ
ている。
教師による評価
図 2　健康観察表掛け係の実践の経過と課題の達成状況
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表３　水やり係の経過に伴う心情の聞き取り記録　（Q：教師　A：A 児）
時期 第 1 期 7 月上旬 第 2 期 7 月中旬 第 3 期 9 月中旬 第 4 期 11 月中旬
カテゴリー
自分の仕事だと思い始めた時期
係を自分の仕事と認識した時期
手順が自分に合っていると感じて
いる時期
水やりの技術が完成した時期
意欲が低い時期
自分の仕事と主張している時期
みんなが喜ぶためにと自覚する時
期
芽生え期 定着期 技術完成期・マンネリ期 完成期
会話記録
Ｑ：朝，なにかしてないの？
Ａ：きのう，月曜日に，明日の…
えーと，…健康観察して１組で
遊ぶ。
Ｑ：朝，水やりしてなかった？
Ａ：あー，あー，（そうだった）あー，
あー，水やりしてる。
Ｑ：どうやってしているの？
Ａ：忘れた。
Ｑ：もしやらなかったら，どうか
な？
Ａ：怒る，Ｎさんも怒る，Ａ先生
もちょっと怒る。Ｉ先生も…
Ｑ：係の仕事は？　
Ａ：忘れた。
Ｑ：今日水やりしたの？誰とした
の？
Ａ：Ｈ先生とした。金曜日はＴ先
生，火はＩ先生，月はＯ先生，
水はＫ先生と，順番にやってい
る。
Ｑ：気を付けていることあります
か？
Ａ：あまりない。Ｓちゃん（下級
生の児童）のやつ，２組で，な
んでかね？初め２組に置いて
あったの。水やりやっていた。
じょうろでいつもやっている，
交代したんだよ。じょうろと
ペットボトルと交代したんだ。
ペットボトルに名前書いてあっ
て，ＲちゃんとＲちゃん，Ｔ君
（同じ学級の児童）ならＴ君のと
ころに水をあげるの。
Ｑ：外で遊んだ？遊んだじゃなく
て，お仕事を外でしていること
なかったかな？
Ａ：んー，そーだね。
Ｑ：（ヒントを言う）朝，来て…
Ａ：水やりか。
Ｑ：どんな水やりしているの？
Ａ：コスモス，トマトとか水やっ
てる，算数終わったら，見せて
あげようか？
Ｑ：水やりしたら，他の人は何か
言ってくれる？
Ａ：みんな，ありがとうと言って
くれて，学校の先生とか学園の
先生とか言う。
Ｑ：Ｂちゃんはどんな気持ち？
Ａ：うれしい気持ち（別の事をし
ながら，淡々と答える。）
Ｑ：水やりしなかったらどうな
る？
Ａ：枯れる，死ぬ，爆発する，木
が消えてしまう（いい加減に答
えている様子）。
Ｑ：お仕事，がんばっていますか？
お仕事何ですか？
Ａ：コスモスの水やり，菊の水や
り，健康観察，タオル集め，月
曜日はタオルのやつをやってい
る。（即，話す。自信をもって答
える。）
Ｑ：難しい仕事ある？
Ａ：なーん。
Ｑ：コスモス咲いてどう思ってい
るのかな？
Ａ：うれしいと思う。
Ｑ：誰が喜んでいると思う？
Ａ：みんなでしょ。先生も，みんな。
　（にこにこしながら教師を見て
答える。）
表４　健康観察表掛け係の経過に伴う心情の聞き取り記録　（Q：教師　A：A 児）
時期 第 1 期 7 月上旬 第１期 7 月中旬 第 2 期 9 月下旬 第 4 期 11 月中旬
カテゴリー
自分の仕事だと思い始めてきた時
期
「しなくてはいけない」と感じて
いるが，やり忘れてしまう時期
「やらなくてはいけない」と思っ
ているが，やりたくない時期
「僕の仕事です」と主張している
時期
芽生え期 自己反省期 マンネリ・スランプ期 完成期
会話記録
Ｑ：係の仕事は何ですか？
Ａ：健康観察と図工と…えーと…
何だったかな？…忘れた。
Ｑ：健康観察はどんなお仕事です
か？　　　
Ａ：…無言
Ｑ：いつ，するの？
Ａ：掃除が終わった後。違った…
休み時間に１組に行って，その後
保健室に行く。
そうしたら，終わったら，また帰
りの会する…
Ｑ：保健室へ行って，何をしてい
るの？
Ａ：Ｆ先生に「できました」と
言って，四角のはんこを押して
もらって「いいですよ」と言え
ば「終わりました」と言う。
Ｑ：健康観察の何をしているの？
Ａ：みんなの健康観察を，みんな
のやつを掛けている。
Ｑ：みんなの，やっているの？
みんなのやつ，やらなかったらど
うなるの？
Ａ：怒られる
Ｑ：誰に？
Ａ：Ｉ先生に。
Ｑ：いつからしているの？
Ａ：毎日，健康観察掛けに行って，
楽しいかなと思う。みんなのや
つ掛けていて，それ終わった後
に，１組行く。
Ｑ：健康観察の仕事はどうです
か？
Ａ：ご飯食べ終わった後に１組行
く前に忘れるんだ…
それがね…
たまーに，忘れるんだよ。
Ｑ：忘れたときあったの？
Ａ：Ｉ先生のとき。 
Ｑ：仕事，忘れたら，○？△？×？
Ａ：たぶん×。
Ｑ：給食終わったら何するの？
Ａ：健康観察
Ｑ：何のためにやっているの？
Ａ：みんなのために。
Ｑ：みんなって誰？　　　　　
Ａ：……
Ｑ：最近どう？
Ａ：最近やる気がちょっと…でな
いんだ。
　  やる気がでないんだ。
Ｑ：どうやったら，やる気がでる
かな？
Ａ：Ｆ先生に渡してもらって一緒
にやったら，やる気がでるんだ。
Ｑ：お仕事，がんばっていますか？
お仕事何ですか？
Ａ：コスモスの水やり，菊の水や
り，健康観察，タオル集め，月
曜日はタオルのやつをやってい
る。（即，話す。自信をもって答
える。）
Ｑ：難しい仕事ある？
Ａ：なーん。
Ｑ：一番好きな仕事は？
Ａ：健康観察でしょ。
Ｑ：一人でやっているの？
Ａ：うん。
Ｑ：いつやっているの？
Ａ：給食行く前，給食行く前にやっ
ておかないといけないの。
Ｑ：決まっているの？誰，決めた？
Ａ：自分で決めた。先生に言われ
たことは，ちゃんとやっている
から。
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知的障害児童のキャリア発達の促進を目指した実践研究
【目標と評価の観点】
達成課題 ア）最後まで一人で行うことが
できる。
イ）目標時間（２分）内に終え
ることができる。
ウ）集配のときに決められたせ
りふを言うことができる。
エ）役に立っていることに気付
く。
評価の観点◎ 一人で行えたとき　 時間内にできたとき 一人で行えたとき 表情や心情の聞き取りの際の発
言などの様子より○ 言葉かけで行えたとき 言葉かけで時間内に行えたとき 言葉かけで行えたとき
△ 言葉かけ以外の支援が必要だっ
たとき
時間内に行えなかったとき 言葉かけ以外の支援が必要だっ
たとき
【指導経過】―下線部は改善点
期間
第１期（４月～６月） 第２期（７月～ 11 月）
手順・活動の理解 活動の定着・質の向上
活動内容
タオル配り（週明けの１限）
①小学部４学級分を配る。
タオル配り（週明けの１限）
①小学部４学級分を配る。
②自己評価表に記入する。
③担任に報告する。
タオル集め（週末の６限）
①小学部４学級分を集める。
タオル集め（週末の６限）
①小学部４学級分を集める。
②自己評価表に記入する。
③担任に報告する。
支援の方法
《活動の明確化》
◇教師が付き添い，せりふや手順を伝える。徐々に付
き添いや言葉かけを減らしていく。
《活動の簡略化》
◇学級ごとに分けてあるタオルのかごを積み重ねて運
ぶ仕組みにする。
《大人との関わり・他者評価》
◇タオルの集配時，各学級の教師が感謝や賞賛の言葉
を伝える。
《動機付け》
◇タオルを集めた後，特別教室棟で過ごすことを励み
にする。
《活動の明確化・自己評価》
◇自己評価表を作成し，活動前に手順や目標を確認するよう促す。
《活動の明確化》
◇時間を意識して活動できるようタイマーを使用する。　　
《考える場面・自己決定》
◇相手が喜ぶせりふの言い方について選択形式で問いかける。
《大人との関わり・他者評価》
◇自己評価表を用いて自己評価したり，担任に報告したりするときに，良いところを
賞賛したり感謝を伝えたりする。
Ａ児の様子
・活動内容や手順を理解し，教師の見守りで最後まで
集中してタオルの集配ができるようになった。
・時々せりふの一部を忘れることがあった。
・ほぼ一人でタオルの集配ができるようになった。
・せりふを丁寧に言おうと意識する様子はあまり見られなかったが，月曜日の登校直
後にタオルが届いているか確認するようになった。
教師の評価
図 3　タオル集配係の実践の経過と課題の達成状況
表 5　タオル集配係の経過に伴う心情の聞き取り記録　（Q：教師　A：A 児）
時期 第 1 期 6 月上旬 第 2 期① 7 月中旬 第 2 期② 9 月中旬 第 2 期③ 11 月中旬
カテゴリー
全く関心がない時期
やらなくてはいけないと感じてい
る時期
やらないと叱られると思っている
時期
やらされ感はあるが，仕事に対し
て自信が付いてきた時期
自分の仕事と主張している時期
自信がついた時期
無関心期 義務期 自信の芽生え期 完成期
会話記録
Ｑ：係は？
Ａ：ゲーム係とビデオ係。
Ｑ：朝起きて？
　　んー　朝か…
Ｑ：あまり覚えていないのかな？
Ａ：うん。
Ｑ：学校帰るときは？
Ａ：ゲームとか…学園でしょ？う
ん，そうやった
　　あと運動やった，学園で，
　　本を見て…あ，本係だった。
Ｑ：委員会，保健委員会じゃなかっ
た？
Ａ：あ，そうだった。
Ｑ：３組ではどう？
　　Ｓさんに勉強教えてあげた
り。
Ａ：あんまり…ないなぁ。
Ｑ：タオル配り，毎日しているの？
　　　　
Ａ：うん。
Ｑ：誰に報告するの？
Ａ：誰に報告するかというと，Ｔ
先生に報告して「もういいよ」
と言われたら…
Ｑ：タオル配りしなかったらどう
なるの？
Ａ：誰かさんに怒られるか，みん
なにちゃんとしなさいと言われ
るか，それが分からないんだ。
Ｑ：ありがとう。その他もう1つ（係
の仕事を）していない？
Ａ：？…分からん。
Ｑ：委員会で，月曜日と金曜日に
何かしてない？
Ａ：そーだなー…
Ｑ：（ヒント）…月曜日の朝「お
願いします」と言って…「タ」
のつくもので…
Ａ：「タオル，集めに来ました」
かな？「お願いします，失礼し
ます。」
Ｑ：覚えているんだね。その後は？
Ａ：先生に，「終わりました」，と
報告するの。
Ａ：ぼく，偉い子だよ。（にこに
こして言う）（繰り返す）
Ｑ：「終わりました」と言ったら，
偉い子になるの？
Ａ：うん。
Ｑ：先生は何か言ってくれるの？
Ａ：「いいよ」と言ってくれる。「（係
の）仕事終わったら体育行って
いいよ」と言うよ。
Ｑ：どんな気持ちになる？
Ａ：うれしい。
Ｑ：お仕事，がんばっていますか？
お仕事何ですか？
Ａ：コスモスの水やり，菊の水や
り，健康観察，タオル集め，月
曜日はタオルのやつをやっと
る。（即，話す。自信をもって答
える。）
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喜ばれるように，言い方を A 児自身が考えて言うよう
にした。これらの支援の結果，「決められたせりふを言う」
課題の達成度についてはむらがあったものの，「最後ま
で一人で行う」と「目標時間内に終える」の課題につい
ては，ほぼ安定して◎評価が見られるようになった。特
に，月曜日の登校直後に自分からタオルが届いているか
確認する姿が見られるようになった。
心情の聞き取りでは，9 月には，タオル集めのせりふ
を明快に教師に言って見せ，「自信の芽生え期」を迎え
たことが分かった。教師から言われたように行うのが「偉
い子」と感じており，やり遂げて教師から認められるこ
とを誇らしく思っている様子が伺われた。11 月になる
と，他の係同様，タオル集配が自分の専任であることを
明確に述べ，自信を持って係活動に取り組んでいる「完
成期」を迎えたことが確認できた。
Ⅳ．考察
1．A 児の変容とそれをもたらした支援のポイント
実践の結果，A 児の達成課題は，いずれも安定して
達成されるようになり，係活動において当初 3 つの観点
から設定した育てたい力が，いずれも実践開始から 6 か
月後までには獲得できたと判断された。また，係活動
以外の場面でも，A 児の変容が確認された。たとえば，
掃除の時間では，支援開始当初の 6 月には，途中で気に
なることがあると頻繁に持ち場を離れてしまい，教師の
促しや直接援助を必要としていたが，支援終了時の 12
月になると中断することが減少したことが報告された。
また，音楽など集団で多くの器具を用いて行う授業では，
自ら困っている他児の援助を申し出て，授業後の片付け
も進んで手伝う姿が増えてきていることが報告された。
A 児におけるこのような「役割の理解と実行」能力
の獲得をもたらした支援のポイントについて，実践の経
過に基づき考察する。 
当初 A 児の係活動に対する意識は低かった。教師が
主導して活動を繰り返すことで，係活動をすることが自
分の役割であることを意識し始めたものの，忘れてしま
うことも多かった。この時期の A 児の発言を見ると「（も
しやらなかったら）怒られる」「忘れたら×」などと，
できずに否定される自分のことを想定しており，役割を
積極的に果たす自己イメージを持っていないことが見て
取れる。また，「誰かさんに怒られるか，みんなにちゃ
んとしなさいと言われるか，それが分からない。」とも
述べ，できない自分とそれを責める他者との関係を意識
して義務感や不安感を感じていることが分かる。このよ
うな段階で，A 児に対し，まず必要であったのは，役
割を果たすための方法とゴールに対する見通しの明示で
あった。A 児の課題達成度を確認しながら，繰り返し
活動展開を見直して，活動の明確化と手順の簡略化を図
り，A 児が役割を果たすための技術の獲得を目指し，「で
きる」自分を意識させるための支援を探った。この場合
の活動の明確化とは，活動の始点から終点までを A 児
が把握できるステップに分けて示し，手順表やタイマー
の活用により，「いつから始めいつまでするのか」「どこ
でするのか」「どのようにするのか」を見通すことがで
きるための支援であった。また，手順の簡略化とは，A
児にとって過重な負担感を感じないレベルまで活動量を
調整するとともに，活動状況に応じて能率のよい活動手
順を追求する支援であった。加えて，教師が役割をやり
遂げたことに対する感謝や賞賛を行うことで，他者は A
児を責める存在ではなく，承認しプラスの評価を与える
存在であると感じられるように継続して支援した。
このようにして A 児は役割を果たす手順を理解し，
そのための技術を獲得した。しかし，その後も A 児の
意欲にはむらが見られ，課題達成度も安定しない時期が
続いた。「マンネリ期」と名付けたように，与えられた
役割を手順どおりに果たし，それを褒められるだけの活
動展開では，役割理解とその実行への意欲を継続できな
いことが明らかになった。この段階の支援としては，以
前から取り入れていたやり遂げることが A 児の楽しみ
につながるための報酬や他者からの賞賛などに加え，A
児自身の活動への自己評価や，活動に新奇性を感じられ
るような変更を加えた。それらの支援は，取り入れた際
には功を奏したが，結果として一時的な効果に終わって
しまう傾向が見られた。
しかしながら，最終的には A 児は安定して課題を達
成できるようになった。そのきっかけとなったのは以下
の 2 つの支援であった。
ひとつは，他者から褒められるという受動的意識では
なく，A 児自身が他者を喜ばせることができるという
能動的な他者とのかかわり意識の転換を促す支援であ
る。「水やり係」の第 4 期で，学習発表会に自らの名札
の付いたプランターを飾る機会を設けたことで，A 児
は教師の聞き取りにおいて，「（自分が育てたコスモスが
咲いて）みんなが喜んでいる。先生もでしょ。」と嬉し
そうに話し，その前段階の第 3 期で「みんな，ありがと
うといってくれる。うれしい。」と淡々と応えた様子と
はまったく異なった姿を見せた。第 3 期には他者から賞
賛や感謝を「受ける」視点しかなかったものが，第 4 期
では喜びを「与える」側の視点を獲得したことが見て取
れた。この変化は A 児が，役割を果たす意義は，自分
のためだけでなく，他者のためでもあり，それを実行す
ることは自分自身の有用感や満足感につながると理解し
たことを示していると考えられる。このように，A 児
は実践を通して，他者との関係を「役割を実行しないと
他者から責められる」から，「実行すると他者から褒め
られる」，そしてさらに，「実行すると他者を喜ばせるこ
とができる」というように，能動的に変容させたことが
分かった。
2 つ目は，役割の実行に際し，A 児の自己選択・決定
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知的障害児童のキャリア発達の促進を目指した実践研究
を保障する支援である。「健康観察掛け係」において，
A 児は第 1，2 期の教師の聞き取りでは，「忘れる」「や
る気が出ない」と述べ，実際に課題の達成度は安定しな
かった。しかし，第 4 期になると，「一番番好きな仕事
は健康観察」「いつやるか，自分で決めた」と述べ，係
活動を遂行しているのは自分自身であり，それをうまく
やれるのは，自分が工夫したからだと自負している様子
が見て取れた。それ以前，第 2 期 9 月下旬でマンネリ・
スランプ期に陥ったとき，A 児は「先生に一緒にやっ
てもらったら，やる気がでる」と，自分の意欲を引き出
す要因が教師とのかかわりにあることを自ら分析してい
た。それを踏まえて，第 4 期では，自分にとって楽しみ
な教師とのかかわりを保障するための手順の工夫を生み
出したことが分かる。また，タオル集配係でも，第 2 期
9 月に，集配の際の決められたせりふの言い方に，集め
る相手が喜ぶ工夫を A 児が決めて加えることで，すら
すらと言えるようになり，最後までやれる自分を「偉い」
と評価している。このように，A 児の自己選択・決定は，
それまでの手順の簡略化やゴールの明確化，活動後の報
酬の工夫などの支援の積み重ねの中で，A 児が自分の求
める報酬や，自分にできる工夫を選択できるように育っ
てきたことが基盤となって実現したと考えられる。　
以上の支援の結果，当初，自分が期待される役割を果
たすことができると感じておらず，役割を果たす喜び
も感じていなかった A 児であったが，各係の「完成期」
には，「むずかしい仕事はない」「一人でやっている」「先
生に言われたことはちゃんとやっている」と応えるまで
に自信を持ち，役割を果たす喜びを得たことが分かった。
2．「役割の理解と実行」能力の獲得を促進する
competency-based の PDCA サイクル
本実践では，「研究の背景と目的」で述べたように，4
つのステップからなる支援実践の枠組みを構築すること
により，支援における PCDA サイクルの実現を目指し
た。この 4 つのステップは，木村・菊池（前出）の言う，
competency-based-program の具現化に寄与するもの
であると考える。competency とは，人間の表面に現れ
る「行動」だけでなく，個人の内側にある動機付けや知識・
人格等を含む包括的な概念を指す（岩崎，2008）とされる。
本研究で構築した支援の枠組みは，A 児の目に見える行
動を客観的に評価する仕組みと，内的な動機付けや意欲，
自己意識などの見えない能力を評価する仕組みを内包し
ており，実態把握シートの活用から育てたい力の設定，
評価，再実践に至る PDCA サイクルの全過程において，
「役割の理解と実行」という視点から competency の高
まりと，よりよい発現を志向するものであったと言える。
すなわち，この枠組みをもつことで，本実践においては，
A 児のキャリア発達について，competency-based の支
援が可能となったと考えられる。
また，本実践においては，支援の場を特別活動（日々
の係活動）とし，継続的な支援を行った。係活動は，特
別支援学校学習指導要領（2009）の小学部教科「生活」
において「集団活動に参加し，簡単な係活動をする」「日
常日常で簡単な手伝いや仕事を進んでする」などの項目
として位置づけられているものである。小田島（2013）は，
「キャリアプランニング・マトリックス（学習指導要領
記載版）」の開発にあたり，係活動を「キャリアプラン
ニング能力」の「はたらくよろこび」に位置づけている。
このように，係活動を「役割の理解と実行」能力の獲得
を促す支援の軸とすることは，小学部段階にある知的障
害児の支援においては，妥当な活動であると考えられる。
しかし，これまでの実践では，この係活動をどのように
展開すれば，「役割の理解と実行」能力の獲得を実現す
るに至るか，その枠組み作りについての検討は，まだ十
分積み上げられていない状況であった。本実践において
は，それを実現するための，PDCA サイクルシステム
の具体例を示すことができたと考える。
Ⅴ .　本研究の限界と今後の課題
本実践研究は，一人の知的障害児を対象になされたも
のであり，本研究の成果は，更なる対象の拡大と実践の
積み重ねを経て，検証される必要がある。また，本研究
で取り上げた「役割の理解と実行」能力は，キャリア発
達の中核的能力ではあるものの，全体から見るとその一
部分であることも確かである。キャリア発達はこれまで
整理してきたように全人的な視点に立つものであり，さ
らに competency に関する概念も多様である現状を踏ま
えるなら，本研究については，今後開発が進められるキャ
リア教育を展望するとき，そのパイロット的役割にある
と認識している。今後更なる実践により，本研究の成果
を発展させたいと考える。
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